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独
自
に
放
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で
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た
ỏ
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発
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方
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に
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子
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ば
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の
意
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小
金
井
市
議

会
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ら
国
へ
提
出
す
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こ
と
Ố

に
関
す
る
陳
情
書

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

意見書・決議の審議結果
※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。

会派名（人数）　 ※議長は除く
市
民
会
議 
敢

改
革
連
合 
敢

自
民
党
小
金
井 
棺

公　

明　

党 
棺

民
主
・
社
民 
棺

日
本
共
産
党 
棺

み
ど
り
・
市
民 
款要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　名

原案
可決○○○○○○○

ＪＲが東小金井駅高架下に店舗展開を計画していることに対して、①小金井市のまちづくり方針とかけ離れた
西口改札の設置を見直すこと。②駅利用者のための駐輪場と高架下店舗の附置義務駐輪場を駅改札口近くに
設置すること。③高架下店舗の売り場面積を縮小し、地元商業者と競合しないことを、市議会が意思表明する。

東小金井駅西口改札の設置と高
架下店舗計画の見直しを求める
決議

原案
可決○○○○○××

「人口を基礎とした現行の配分額の算出方式によって、臨対債発行可能額の振替を行い、それでもなお財源不
足が生じている団体に対し新方式を適用し、新方式では不交付団体に配分しない。」という「新方式」により、
全国一律に整理されると都市部である東京都三多摩の各市としての「特性」が何ら考慮されず、極めて遺憾。

地方財政対策における臨時財政
対策債発行可能額の算出方法の
見直しを求める意見書

原案
可決○○○○○○○

放射線測定を①地上⚑ｍ地点でメッシュを細かくして全面的継続的に行うこと。②学校・幼稚園・保育園・公
園などは、地表面とともに、必要な土壌の放射線量を測定し、公開すること。③海底、河川、池などの土壌を
測定すること。④土壌、水、野菜、魚介類などの放射線量、核種別測定値の態勢を抜本的に高めること。

都内全域の放射線の全面的継続
的測定を求める意見書

原案
可決○○△×○⚑

△⚓○○
政府の「社会保障改革に関する集中検討会議」は、⚒⚐⚑⚕年までに消費税率を⚑⚐％に引き上げることを打ち出し
た。社会保障の財源は消費税でとしており、際限のない増税と社会保障切下げという国民への大負担増の道に
踏み出すことになってしまう。震災被災者の生活を直撃し景気を悪化させることは明らかで撤回を求める。

社会保障給付にかかる公費全体
の財源を消費税で賄うことに反
対する意見書

原案
可決○○○○○×○

被災された方々は今なお不自由な避難生活を余儀なくされており、一日も早い生活再建と被災地の復旧・復興が
強く求められている。激甚災害指定や被災者生活支援制度の拡充はもとより、新たな法制度による措置等、従来
の災害復旧支援を超えた対策が求められる。震災復興の総合的な復興ビジョンの早急な策定を強く要望する。

東日本大震災の復興支援と総合
的な復興ビジョン策定を求める
意見書

原案
可決○○○○○○○

避難所としての公立学校施設の防災機能の様々な見直しが求められている。地域住民の「安全で安心な避難生
活」のため、防災機能の強化が不可欠との認識に立ち早急な実施を強く要望する。①公立学校施設の大震災に
おける防災機能の検証を行うこと。②避難所として必要な防災機能の基準を作成・周知し整備向上を促すこと。

公立学校施設における防災機能
の整備の推進を求める意見書

原案
可決○○○○○○×

政府は夏場の電力不足を前に予算措置を含めた電力需給対策を早急に打ち出すべきであり、太陽光発電やＬＥＤ
照明設備等の導入補助の大幅拡充、エコポイント制度復活、稼働中原発の早急な災害対策指針の明示と安全対
策、電力需給ひっ迫の長期化を踏まえた法制度の見直しや運用改善の早急な検討などを政府に強く要望する。

当面の電力需給対策に関する意
見書

否決○×△××△○
福島原発事故により多くの人々が被ばくし放射性物質を体内に取り込んだ。今後の健康被害と補償に応えるた
めに関係地域全住民の外部・内部被ばく履歴の記録が必要。国策により被ばくを強制されている人々の憲法で保
障された生存権の問題として、被ばく手帳の発行、ホールボディカウンタ検査、積算線量計の配布などを求める。

福島第一原子力発電所事故による放
射能汚染地域の早急な被ばく検査体
制の整備と対策を求める意見書

原案
可決○○○○○○○

文部科学省は、学校の校舎・校庭等の利用基準として、放射線量を上限年⚒⚐ミリシーベルトと示した。しかし、
この基準は、学校外での積算線量等を含まず、内部被ばくや子どもの強い感受性を考慮していない。よって、
政府に対して、この利用基準を見直し、内部被ばくを含めた年⚑ミリシーベルトの現行基準の厳守を求める。

学校の校舎・校庭等の利用基準を
見直し、子どもの被ばく量を最小
化するための措置を求める意見書

原案
可決○○○○○○○

厚生労働省が⚓月⚑⚗日に設けた食品に対する放射性物質の暫定基準値を、福島原発事故前の基準値に早期に見
直すことを政府に求めるもの。

食品に関する放射能暫定基準値
の見直しを求める意見書

原案
可決○○○○○○○

①原子力エネルギー政策を見直し、自然エネルギーを主流とするクリーンエネルギー政策へ転換すること。②
現在新設中の原子力発電所の建設を中止すること。③既存の原子力発電所は、老朽化の進行状況や立地条件の
危険度などを勘案して、順次廃炉にすること、などを政府に求めるもの。

国策の原子力エネルギー政策を
見直し、自然エネルギー政策へ
の転換を求める意見書

原案
可決○○○○○○○

①国は、地方自治体の消費者行政の充実に確実につながるよう、継続的かつ実効的な財政支援を行うこと。②
国は、あるべき相談窓口の姿を提示し、地方自治体にとって利用しやすい制度枠組みを提示すること。③消費
生活相談員が、専門性に見合う待遇により安定して勤務できる専門職任用制度の整備を行うこと。

地方消費者行政に対する国の実
効的支援を求める意見書

原案
可決○○○○○○○

市長のごみ処理問題の選挙公報等は、認識不足による明らかな間違い等があり、ごみ処理施設周辺の皆様並び
に関係者への配慮に欠けていた。議会の指摘を受け、謝罪と撤回を決断したことは受け止める。市議会は佐藤
市長に対し猛省を促し、今後当局とともに課題解決に取り組む。また安定的なごみ処理体制の確立を求める。

佐藤市長の市長選挙公報等における
ごみ処理問題での主張に対し猛省を
促し、早期に安定的なごみ処理体制
の確立を図ることを求める決議
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